
当
時
東
京
帝
国
大
学
医
科
大
学
精
神
病
学
教
室
の
主
任
教
授
で
あ
っ
た
呉
先
生
は
、
一
九
一
○
年
か
ら
一
九
一
六
年
の
間
、
教
室
の
助
手
・

副
手
延
一
五
名
を
、
全
国
の
一
府
一
四
県
に
派
遣
、
私
宅
監
置
と
民
間
療
法
の
調
査
を
お
こ
な
い
、
調
査
総
数
三
六
四
の
監
置
室
の
中
、
一
○

五
例
を
え
ら
び
記
述
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
統
計
的
に
ま
と
め
て
、
一
九
一
八
年
に
東
京
医
学
会
雑
誌
に
、
門
下
生
の
樫
田
五
郎
先
生
と
共
著
の

開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

一
八
八
○
年
代
か
ら
九
○
年
代
に
か
け
ま
し
て
、
わ
が
国
で
は
相
馬
事
件
が
世
論
を
さ
わ
が
せ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ご
承
知
と
思
い
ま
す

が
、
旧
相
馬
藩
の
藩
主
が
精
神
病
に
罹
患
し
、
入
院
し
た
り
自
宅
で
監
禁
さ
れ
た
り
し
た
の
を
、
旧
家
臣
が
不
法
監
禁
と
し
て
訴
え
、
あ
る
い

は
入
院
中
の
藩
主
を
病
院
か
ら
奪
取
し
た
り
し
、
藩
主
が
合
併
症
で
死
亡
し
た
と
こ
ろ
、
こ
れ
を
毒
殺
だ
と
し
て
訴
え
出
た
一
連
の
事
件
で

（
１
）

す
。
こ
の
事
件
が
外
国
で
は
市
民
の
不
法
監
禁
、
ひ
い
て
は
精
神
障
害
者
に
つ
い
て
の
法
規
の
不
備
と
し
て
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
間
政
府
は
、
各
道
府
県
に
〃
痕
津
人
取
締
規
則
″
を
発
布
さ
せ
ま
し
た
が
、
条
約
改
正
と
い
う
お
お
き
な
目
標
を
抱
え
、
全
国
統
一
の

（
２
）

法
令
を
制
定
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
ま
し
た
。
こ
う
し
て
一
九
○
○
年
に
、
精
神
病
者
監
護
法
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
す
。

（
３
）
（
４
）
（
５
）

資
料
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
こ
の
法
律
で
は
監
護
義
務
者
を
定
め
、
こ
の
義
務
者
が
許
可
を
う
け
て
精
神
障
害
者
を
私
宅
ま
た
は
病
院
に

監
置
す
る
、
つ
ま
り
座
敷
牢
に
閉
じ
こ
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
、
ま
た
そ
の
所
管
監
督
官
庁
は
警
察
署
が
担
当
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
法
令

の
取
扱
手
続
で
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
一
応
監
置
室
の
規
準
、
視
察
・
監
督
の
方
針
を
各
道
府
県
で
定
め
ま
し
た
も
の
の
、
そ
の
規
模
な
ど

に
つ
い
て
は
、
被
監
置
者
や
扶
養
義
務
者
の
資
力
に
応
ず
る
も
の
と
し
ま
し
た
の
で
、
貧
困
な
家
庭
で
は
当
然
悲
惨
な
私
宅
監
置
の
状
況
が
展

私
宅
監
置
調
査
の
現
代
的
意
義

士
口
函
問
一
亘
〈
一
一
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二
枚
、
写
真
八
六
葉
、

き
く
ま
し
て
い
堂
す
。

（
６
）

形
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
〃
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
實
況
及
ビ
其
統
計
的
観
察
″
が
そ
の
論
文
で
す
。
内
務
省
衛
生
局
は
先
生
の
自
序
を
付
し
、

こ
の
論
文
を
一
○
○
部
印
刷
発
行
、
関
係
各
所
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

先
生
は
調
査
の
必
要
性
・
目
的
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
ま
す
。
〃
我
邦
二
於
テ
ハ
既
一
一
精
神
病
者
監
護
法
ノ
施
行
ア
リ
テ
、

病
者
ノ
法
律
的
地
位
〈
擁
護
セ
ラ
ル
ト
雌
モ
、
實
學
的
見
地
二
立
チ
テ
病
者
ノ
實
際
一
一
於
ケ
ル
救
治
方
ヲ
観
察
ス
ル
ト
キ
｜
天
頗
ル
遣
感
二
堪

へ
ザ
ル
モ
ノ
多
々
之
ア
ル
ヲ
認
ム
。
…
…
約
十
三
四
萬
人
ノ
多
数
ナ
ル
病
者
〈
、
監
護
法
ノ
定
ム
ル
所
ニ
ョ
リ
之
ヲ
私
宅
監
置
室
一
一
監
置
シ
、

或
〈
神
社
・
佛
閣
二
於
ケ
ル
祈
祷
・
禁
厭
・
灌
瀧
等
一
一
ヨ
リ
、
或
〈
民
間
流
布
ノ
療
方
ヲ
以
テ
虎
置
セ
ラ
ル
ュ
ナ
リ
。
余
〈
東
京
帝
國
大
學
書

科
大
學
精
神
病
學
教
室
主
任
ト
シ
テ
、
此
等
病
院
以
外
二
於
ケ
ル
虚
置
治
療
ノ
果
シ
テ
能
ク
病
者
保
護
ノ
方
法
ヲ
得
ル
ャ
否
ャ
、
薔
學
的
療
養

ノ
目
的
ヲ
達
シ
居
ル
ャ
否
ヤ
ヲ
知
ラ
ン
ト
欲
シ
、
…
…
″
と
。
あ
る
い
は
ま
た
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。

〃
顧
フ
’
一
國
民
〈
國
家
ノ
基
礎
ナ
リ
。
國
家
ハ
須
ラ
ク
民
心
ノ
科
フ
所
ヲ
知
り
、
歓
焔
ノ
ァ
ル
所
ヲ
察
シ
、
之
ガ
爲
二
法
ヲ
立
テ
、
又
之
ガ

爲
二
備
ヘ
ヲ
施
サ
■
ル
、
、
ヘ
カ
ラ
ズ
。
國
家
ノ
精
神
病
二
對
ス
ル
立
法
・
施
設
ノ
如
キ
モ
亦
然
ル
、
、
へ
キ
モ
ノ
ナ
ラ
ズ
ャ
。
吾
人
ハ
須
ラ
ク
精
神
病

者
二
對
ス
ル
國
内
ノ
實
情
ヲ
知
り
其
現
況
ヲ
弾
究
シ
、
法
ノ
適
否
・
施
設
ノ
完
不
全
ヲ
省
察
シ
、
時
代
ノ
進
歩
ト
共
二
之
ガ
改
善
ヲ
促
シ
進
歩

ヲ
計
ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
之
ヲ
將
来
二
計
篝
セ
ン
ト
ス
ル
’
一
當
リ
テ
ハ
必
ズ
之
ガ
基
礎
ヲ
現
代
ノ
實
欣
ニ
求
メ
ザ
ル
ベ
ヵ
ラ
ズ
。
是
二
於
テ
吾

人
〈
吾
邦
精
神
病
者
ノ
虎
置
く
公
私
立
病
院
二
於
テ
ハ
筈
師
ノ
治
療
ト
行
政
廃
ノ
監
督
ト
’
一
由
ツ
テ
梢
を
其
緒
二
就
ク
ヲ
得
タ
リ
ト
雌
モ
私
宅

監
置
及
ビ
民
間
療
方
ノ
如
キ
ハ
果
シ
テ
能
ク
其
目
的
一
一
適
シ
タ
ル
方
法
二
由
リ
テ
指
導
サ
レ
居
ル
ャ
、
之
一
一
ヨ
リ
テ
能
ク
其
道
ヲ
蓋
シ
居
ル

ャ
、
國
家
行
政
廉
ノ
監
督
モ
能
ク
行
届
キ
タ
リ
ャ
否
ャ
、
之
ヲ
調
査
ス
ル
コ
ト
亦
當
面
ノ
急
務
ナ
リ
ト
信
ジ
…
．
：
〃

論
文
に
は
私
宅
監
置
の
状
況
の
ほ
か
〃
民
間
療
法
ノ
實
況
″
と
し
て
〃
水
治
方
″
や
〃
精
神
病
者
運
輸
方
ノ
實
況
〃
も
ふ
く
め
て
、
附
図
七

二
枚
、
写
真
八
六
葉
、
統
計
一
五
表
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
本
文
の
詳
細
綿
密
な
観
察
と
相
俟
っ
て
、
本
論
文
の
迫
真
性
を
お
お

さ
て
私
宅
監
置
の
調
査
は
、
監
護
義
務
者
、
資
産
及
び
生
活
程
度
、
留
置
の
時
日
・
理
由
・
場
所
、
さ
ら
に
監
置
室
の
大
き
さ
・
室
の
周
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壁
・
採
光
や
通
風
、
天
井
ま
で
の
高
さ
、
床
下
の
高
さ
、
屋
根
、
窓
、
出
入
口
、
食
物
の
挿
入
口
、
便
所
・
洗
面
所
、
室
内
の
敷
物
や
清
潔
さ

な
ど
に
つ
い
て
細
か
く
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
被
監
置
者
の
病
状
や
、
栄
養
状
態
、
医
療
を
う
け
て
い
る
か
ど
う
か
、
警
察
官
の
視
察

の
状
況
、
さ
ら
に
家
人
の
待
遇
と
し
て
食
物
、
寝
具
、
室
内
や
便
所
の
掃
除
、
入
浴
、
理
髪
、
防
寒
・
防
暑
の
装
置
、
運
動
や
作
業
・
娯
楽
・

遺
散
、
椌
桔
、
合
併
症
な
ど
、
被
監
置
者
つ
ま
り
座
敷
牢
に
閉
じ
こ
め
ら
れ
て
い
る
精
神
障
害
者
の
日
常
や
生
活
に
つ
い
て
詳
細
に
調
査
さ
れ

の
状
況
、
↑

遺
散
、
椌
畔

て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
総
合
し
て
監
置
室
の
良
否
を
四
段
階
に
分
け
て
い
ま
す
が
、
佳
良
な
も
の
一
○
・
八
％
、
普
通
な
も
の
三
○
・
三
％
、
不
良
な
も

の
三
七
・
三
％
、
甚
だ
不
良
な
も
の
二
一
・
六
％
と
な
っ
て
お
り
、
後
二
者
の
合
計
は
五
八
・
九
％
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
資
産
の
程

度
と
も
関
連
が
つ
よ
く
、
資
産
を
上
中
下
の
三
等
に
分
け
、
さ
ら
に
各
等
を
上
中
下
の
三
段
階
に
分
け
て
い
ま
す
が
、
下
等
の
も
の
は
五
○
・

八
％
で
、
下
の
下
に
属
す
る
も
の
は
二
六
・
三
％
の
お
お
き
に
達
し
て
い
ま
す
。
先
生
は
〃
下
等
二
編
入
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
赤
貧
ニ
シ
テ
漸
ク
其

日
ノ
糊
口
ヲ
過
ゴ
ス
モ
ノ
〃
と
記
し
て
い
ま
す
。

l箪
謙

譲鯛蕊:岸
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不
良
な
も
の
に
は
〃
家
人
ノ
患
者
一
一
食
物
ヲ
與
フ
ル
’
一
〈
、
格
子
戸
ノ
前
二
木
ノ
株
ヲ
壷
ト
シ
タ
ル
上
一
一
陶
器
ノ
鉢
ヲ
置
キ
、
之
一
一
三
回
ノ

食
事
ヲ
移
シ
テ
與
フ
レ
バ
、
病
婦
ハ
室
内
ヨ
リ
椀
ヲ
以
テ
汲
ミ
ト
リ
テ
食
ス
（
田
舎
ニ
テ
牛
馬
一
一
飼
料
ヲ
與
フ
ル
方
法
ト
全
ク
同
ジ
）
食
物
〈

質
ト
量
ト
共
二
不
十
分
ナ
リ
。
…
…
病
婦
〈
大
聲
二
家
人
ヲ
罵
り
、
家
人
亦
病
者
ヲ
噸
罵
シ
、
冷
遇
至
ラ
ザ
ル
ナ
シ
。
瞥
薬
、
之
ナ
シ
。
〃
あ

る
い
は
〃
通
氣
ハ
不
良
ナ
リ
ト
云
う
、
ヘ
カ
ラ
ザ
ル
モ
、
冬
期
暖
房
ノ
装
置
ナ
ク
採
光
〈
極
メ
テ
不
十
分
ナ
リ
。
故
一
一
構
造
・
待
遇
共
二
不
十
分

ナ
ル
モ
ノ
ト
云
ハ
ザ
ル
ヲ
得
ズ
。
或
〈
本
例
ノ
如
キ
十
年
以
上
ノ
經
過
二
際
シ
テ
ハ
、
家
人
ノ
意
氣
沮
ミ
奔
命
二
厭
ク
ガ
加
キ
コ
ト
ヲ
保
シ
難

シ
・
″
ま
た
こ
れ
は
親
子
二
名
が
監
置
さ
れ
て
い
る
例
で
、
〃
被
監
置
者
〈
両
人
共
二
顔
面
蒼
白
、
榮
養
不
良
ニ
シ
テ
、
四
肢
ノ
爪
長
ク
、
毛
髪

蓬
々
タ
リ
。
光
景
ノ
悲
惨
ダ
ル
多
ク
他
二
見
ザ
ル
所
ナ
リ
・
〃
、
さ
ら
に
生
活
程
度
劣
等
の
例
で
（
写
真
３
）
〃
被
監
置
者
ハ
室
内
二
横
臥
シ
テ
療

笑
ス
。
榮
養
不
良
ニ
シ
テ
顔
面
｝
一
輕
度
ノ
浮
腫
ア
リ
・
〃
、
別
の
合
併
症
を
も
つ
例
で
は
〃
被
黙
置
者
〈
目
下
重
症
ノ
肺
結
核
二
冒
サ
レ
終
日
平

静
一
一
横
臥
シ
、
今
ャ
其
監
置
ノ
必
要
ヲ
認
メ
ズ
。
然
ル
’
一
家
人
等
〈
全
ク
之
ヲ
厄
介
視
ス
ル
コ
ト
甚
シ
ク
馬
鹿
町
嘩
ナ
ル
監
置
場
ヲ
設
ヶ
、
剰

へ
外
園
〈
全
ク
雨
戸
ヲ
閉
セ
ル
ガ
故
二
室
内
〈
闇
黒
ナ
リ
。
換
氣
亦
全
ク
不
完
全
一
一
シ
テ
炎
暑
ノ
頃
終
日
病
淋
二
坤
吟
セ
ル
ノ
惨
状
ヲ
呈
セ

載
が
ゑ
ら
れ
ま
す
。

不
良
な
も
の
に
は

で
は
私
宅
監
置
の
実
態
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た
の
か
、
写
真
を
混
え
な
が
ら
象
て
糸
ま
す
と
、
（
写
真
１
）
点
線
の
部
分
に
監
置
室
が
あ
り
、

そ
れ
は
（
写
真
２
）
三
方
が
二
寸
の
角
材
と
鉄
棒
で
つ
く
ら
れ
た
堅
固
な
も
の
で
す
。
し
か
し
、
〃
採
光
・
換
気
佳
良
ニ
シ
テ
室
内
モ
亦
清
潔
ナ

リ
、
寒
暑
及
ビ
風
雨
二
對
ス
ル
設
備
十
分
ナ
リ
〃
と
さ
れ
、
家
人
の
待
遇
と
し
て
〃
妻
子
看
護
ノ
勢
ヲ
執
り
、
毎
朝
洗
面
セ
シ
メ
、
室
内
ヲ
掃

除
シ
、
膳
立
一
一
テ
食
事
セ
シ
メ
、
三
日
乃
至
四
日
毎
二
入
浴
セ
シ
メ
、
二
日
毎
二
散
歩
セ
シ
ム
・
衣
服
モ
亦
清
潔
ナ
リ
〃
。
と
記
さ
れ
て
お
り
、

医
師
も
毎
月
一
回
往
診
し
、
〃
視
察
例
中
最
佳
良
ナ
ル
モ
ノ
ト
ス
〃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
産
は
富
有
と
あ
り
ま
す
。

普
通
な
も
の
の
な
か
に
も
、
患
者
の
足
関
節
に
、
指
の
太
さ
の
長
さ
三
尺
の
鉄
鎖
を
著
け
、
そ
の
一
端
を
〃
淋
一
一
固
定
ス
ル
コ
ト
動
物
園
ノ

象
ノ
如
ク
〃
と
さ
れ
た
も
の
、
〃
屋
外
運
動
〈
其
逃
走
ヲ
恐
レ
テ
全
ク
行
″
わ
な
い
も
の
、
〃
室
内
ヲ
掃
除
ス
ル
コ
ト
一
箇
月
一
二
回
或
〈
二
箇

月
一
二
回
ナ
リ
ト
云
う
。
入
浴
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ナ
シ
。
運
動
ニ
モ
出
サ
ズ
。
室
内
ハ
患
者
ノ
取
り
散
ラ
シ
タ
ル
マ
上
一
一
セ
〃
る
も
の
な
ど
の
記
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甚
だ
不
良
な
も
の
で
は
、
監
置
室
の
錠
前
が
錆
び
つ
い
て
ど
う
し
て
も
戸
を
開
け
ら
れ
ず
、
〃
観
察
者
〈
鐡
槌
ヲ
用
ヒ
カ
ヲ
籠
メ
テ
辛
ウ
ジ

テ
之
ヲ
破
壊
シ
、
開
ク
ヲ
得
タ
リ
。
此
ノ
如
キ
状
態
〈
一
朝
火
災
若
ク
ハ
非
常
時
ヲ
回
慮
ス
ル
時
ハ
實
二
戦
懐
二
値
ス
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ベ
シ
。

顧
フ
’
一
是
レ
看
護
者
ノ
大
ナ
ル
等
閑
・
若
ク
ハ
誤
解
一
一
出
デ
タ
ル
モ
ノ
’
一
シ
テ
、
患
家
ノ
無
智
ナ
ル
コ
ト
誠
二
驚
ク
ニ
堪
ヘ
タ
リ
。
此
例
二
依

リ
テ
モ
警
察
官
ノ
巡
硯
ガ
如
何
ナ
ル
程
度
二
於
テ
行
ハ
ル
上
カ
ヲ
推
察
シ
得
ベ
キ
ナ
リ
・
〃
と
す
る
例
、
天
井
が
な
く
屋
根
裏
の
高
さ
が
四
尺

未
満
、
〃
家
人
ノ
被
濫
置
者
ヲ
待
ツ
コ
ト
甚
冷
酷
ニ
シ
テ
、
其
監
置
室
ノ
如
キ
精
神
病
者
監
護
法
取
扱
手
續
ノ
規
定
二
適
應
セ
ズ
。
其
構
造
ノ

疎
ナ
ル
犬
小
屋
一
一
モ
劣
ル
モ
ノ
ァ
ル
ヲ
認
ム
ル
ハ
甚
遺
憾
一
一
堪
へ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
警
察
署
ヨ
リ
モ
屡
、
鳥
之
二
對
シ
テ
改
築
ヲ
命
令
ス
ル
モ
、
患

家
〈
言
ヲ
左
右
二
託
シ
テ
容
易
一
一
之
二
雌
ゼ
ズ
〃
と
い
っ
た
例
、
ま
た
〃
被
隙
置
者
ノ
給
養
〈
極
メ
テ
薄
ク
シ
テ
殆
ド
ソ
ノ
生
ヲ
保
シ
｜
一
難
カ

ラ
ン
ト
ス
。
況
ャ
採
光
・
換
氣
ヲ
ャ
。
又
況
ャ
防
寒
・
防
撫
ノ
設
備
ヲ
ャ
。
其
悲
惨
ナ
ル
光
景
〈
覗
察
例
中
稀
一
一
見
ル
所
一
一
属
ス
・
″
と
さ
れ

る
例
、
ま
た
こ
の
例
で
は
（
写
真
４
）
〃
忠
家
〈
相
當
ノ
資
産
ア
ル
農
家
ナ
ル
’
一
モ
拘
ハ
ラ
ズ
、
ソ
ノ
看
護
〈
甚
シ
ク
不
十
分
ニ
シ
テ
、
患
者
ガ

斯
ク
四
肢
一
一
拘
掌
ヲ
来
タ
シ
榮
養
モ
亦
甚
シ
ク
哀
へ
居
ル
ー
對
シ
毫
モ
手
當
ヲ
加
フ
ル
コ
ト
ナ
ク
、
黙
置
室
内
一
一
放
置
セ
ル
〈
消
極
的
一
一
残
酷

ノ
虎
置
ヲ
ナ
ス
モ
ノ
ト
請
う
、
へ
シ
・
″
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
〃
被
酩
置
者
ガ
常
置
室
ノ
板
戸
ヲ
打
チ
テ
近
隣
ヲ
騒
ガ
ス
ノ
ヲ
防
グ
爲
ニ
ト
テ
、
板
戸
内
面
二
釘
ヲ
密
一
一
打
チ
ッ
ケ
之
ヲ
打
ツ
ヲ
得

ザ
ラ
シ
ム
ル
如
キ
、
恐
ラ
ク
無
智
二
基
ク
虎
置
ナ
ラ
ン
モ
残
酷
ナ
ル
装
置
ト
云
う
ゞ
へ
シ
〃
と
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

つ
ぎ
の
例
は
（
写
真
５
）
、
〃
十
年
除
モ
風
雨
二
曝
サ
レ
タ
ル
ヲ
以
テ
、
其
間
破
損
セ
シ
箇
所
モ
多
ク
、
毎
時
之
ガ
彌
縫
修
繕
ト
シ
テ
有
合
セ

ノ
板
片
支
柱
等
ヲ
用
上
、
視
察
時
ニ
ハ
弧
廃
二
傾
キ
届
ダ
ル
〃
監
置
室
で
、
被
監
置
者
は
〃
榮
養
不
良
ニ
シ
テ
全
ク
裸
篭
ニ
シ
テ
擁
ヲ
モ
帯
ビ

ズ
、
鼻
汁
ヲ
垂
ラ
シ
、
無
意
味
ノ
言
語
ヲ
絶
エ
ズ
發
シ
居
タ
〃
る
状
況
で
す
。

私
宅
監
置
に
つ
い
で
、
公
立
の
監
置
室
・
未
監
置
の
ま
ま
で
家
庭
に
あ
る
患
者
の
状
況
に
つ
い
て
例
示
し
た
あ
と
、
民
間
療
法
と
し
て
は
滝

リ
。
吾
人
〈
是
二
於
テ
家
人
ノ
不
徳
義
ヲ
責
ム
ル
ハ
勿
論
、
之
ガ
監
置
官
吏
ノ
怠
慢
ヲ
責
メ
ズ
ン
〒
ハ
ア
ル
ベ
カ
ラ
ズ
・
″
な
ど
の
記
載
が
お
お

く
な
っ
て
い
ま
す
。
〃
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つ
ぎ
に
患
者
の
輸
送
法
に
つ

に
う
た
れ
る
水
治
方
、
祈
傭
・
ま
じ
な
い
を
う
け
る
な
ど
が
み
ら
れ
る
と
、
東
京
の
高
雄
山
薬
王
院

ほ
か
五
か
所
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
。

つ
ぎ
の
写
真
は
富
山
雌
大
器
山
日
石
寺
の
状
況
で
す
が
、
（
写
真
６
）
、
〃
患
者
〈
興
奮
シ
ヲ
ル
｜
ヨ

リ
、
合
力
二
人
ニ
テ
之
ヲ
抱
キ
上
ゲ
、
手
拭
ヲ
以
テ
両
上
肢
ヲ
後
ロ
手
一
一
縛
り
、
両
脚
モ
手
拭
一
一
テ

７真
繋
ギ
テ
瀧
壼
へ
連
し
行
キ
、
患
者
ノ
意
ノ
進
マ
ヌ
ニ
モ
拘
ラ
ズ
、
強
ヒ
テ
頭
部
ヨ
リ
瀧
一
一
浴
セ
シ

写

メ
〃
た
も
の
で
、
患
者
は
そ
の
後
頭
痛
・
耳
痛
を
訴
え
、
独
語
が
お
お
く
な
っ
た
と
記
し
て
い
ま

す
。
民
間
療
法
で
は
、
定
義
温
泉
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
間
薬
・
迷
信
薬
と
し
て
猿
の
頭
や
狐
の
舌
・
鹿
の
胎
児
の
黒
焼
、
膳
の
緒
・
屍
体
の
骨
そ
の
他

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

い
て
ふ
れ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
（
写
真
７
）
荷
車
の
上
に
か
ご
を
の
せ
、
中
に
布
団
を
敷
き
、
患
者
を

写真4

識
写真5

’
写真6
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ね
か
せ
、
か
ご
を
戸
板
で
お
お
い
、
縄
を
か
け
、
〃
小
牛
・
豚
等
ヲ
荷
車
二
乗
セ
テ
市
中
ヲ
運
搬
ス
ル
〃
に
似
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
処
置
を
う

け
て
〃
患
者
ノ
不
幸
・
不
面
目
實
一
一
甚
シ
ト
云
フ
ベ
ク
、
此
ノ
如
キ
醜
態
ノ
人
心
二
與
フ
ル
影
響
〈
如
何
ハ
ヵ
リ
ゾ
ャ
〃
と
嘆
い
て
い
ま
す
。

さ
て
、
統
計
的
観
察
の
結
果
を
二
、
三
み
ま
す
と
、
被
監
置
者
は
男
女
比
で
男
が
八
○
・
六
％
と
圧
倒
的
に
お
お
く
、
年
齢
は
三
十
歳
か
ら

四
十
歳
が
三
四
・
四
％
、
職
業
と
し
て
は
農
業
が
六
四
・
八
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
経
過
年
数
で
は
監
置
さ
れ
て
五
年
以
下
の
も
の
が
五
八
・

二
％
で
す
が
、
二
○
年
以
上
の
人
が
三
例
ゑ
ら
れ
て
お
り
、
疾
患
で
は
早
発
性
痴
呆
が
五
六
・
七
％
、
さ
ら
に
主
治
医
の
診
察
を
う
け
て
い
な

い
人
が
七
八
％
も
の
お
お
き
に
達
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
事
実
を
ふ
ま
え
て
、
先
生
は
私
宅
監
置
を
批
判
し
て
い
ま
す
。
家
人
の
患
者
に
対
す
る
待
遇
に
つ
い
て
、
ふ
つ
う
の
も
の
が
お
お

い
が
、
そ
ん
な
例
で
も
、
実
例
で
承
た
よ
う
に
、
〃
略
々
患
者
ヲ
遇
ス
ル
ニ
同
種
人
類
ヲ
以
テ
ス
ル
マ
デ
ニ
シ
テ
、
綴
二
観
ル
人
ヲ
シ
テ
嫌
忌

ノ
念
二
面
ヲ
掩
ハ
シ
ム
ル
迄
ニ
ア
ラ
ザ
ル
ヲ
得
ル
ノ
ミ
。
其
ノ
不
良
ナ
ル
モ
ノ
ニ
至
リ
テ
ハ
給
養
ノ
薄
キ
、
看
護
ノ
疎
ナ
ル
鱒
タ
人
ヲ
シ
テ
酸

鼻
ノ
極
、
側
隠
ノ
情
二
湛
ヘ
ザ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ァ
リ
・
″
し
か
し
先
生
は
つ
づ
け
て
い
い
ま
す
。
家
人
が
故
意
に
冷
酷
に
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
思
う
。
善
意
に
解
釈
し
た
い
。
実
例
中
に
赤
貧
洗
う
が
如
き
家
庭
で
も
、
看
護
に
心
血
を
そ
そ
い
で
い
る
の
を
み
た
。
不
潔
を
と
っ
て

承
る
と
、
家
人
の
怠
慢
は
あ
る
と
し
て
も
、
一
面
に
は
症
状
と
し
て
の
不
潔
症
や
拒
絶
症
が
あ
り
、
家
族
に
看
護
の
経
験
が
な
い
か
ら
と
い
う

こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
つ
づ
け
て
〃
況
ソ
ャ
府
県
ニ
ョ
リ
テ
ハ
被
監
置
者
ヲ
儲
置
室
外
二
出
ス
場
合
ニ
ハ
其
都
度
警
察
署
ノ
許
可

ヲ
受
ク
ル
ヲ
要
シ
、
沐
浴
一
一
際
シ
テ
ハ
警
察
官
ノ
之
一
一
立
會
フ
ヲ
定
ム
ル
ガ
如
キ
事
實
ア
ル
’
一
於
テ
ヲ
ャ
・
″
と
家
族
に
対
し
同
情
し
、
監
護

ヲ
受
ク
ル
ヲ
要
シ
、
沐
浴
一
一
際
シ

法
の
厳
し
さ
を
責
め
て
い
ま
す
。

そ
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
痛
恨
の

し
一
度
監
置
セ
ラ
ル
ル
ャ
、
陰
麓

そ
し
て
つ
ぎ
の
よ
う
な
痛
恨
の
言
葉
を
記
し
て
い
ま
す
。
〃
之
ヲ
要
ス
ル
ニ
被
監
置
者
ノ
運
命
〈
實
一
一
憐
ム
、
、
ヘ
ク
又
悲
ム
ゞ
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
・
彼

レ
ー
度
監
置
セ
ラ
ル
ル
ャ
、
陰
鯵
・
狹
院
ナ
ル
一
室
二
腸
踏
シ
テ
、
書
藥
ノ
給
セ
ラ
ル
ナ
ク
、
看
護
ノ
到
レ
ル
ナ
ク
、
家
族
〈
猶
ホ
此
ノ
如
ク

ニ
シ
テ
多
少
ト
モ
其
回
春
ノ
機
ノ
来
タ
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
期
待
ス
ル
モ
ノ
ァ
リ
。
殊
二
知
ラ
ズ
、
此
ノ
如
ク
シ
テ
病
勢
〈
日
一
一
日
二
痩
呆
一
一
傾
キ
行

キ
テ
、
治
ス
ベ
キ
モ
ノ
モ
不
治
ニ
ナ
リ
了
ル
ハ
自
然
ノ
数
ナ
ル
コ
ト
ヲ
。
是
二
於
テ
ヵ
病
者
〈
遂
二
終
生
幽
囚
ノ
身
ト
為
リ
テ
再
ビ
天
日
ヲ
仰
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ダ
ニ
由
ナ
キ
ハ
無
期
徒
刑
囚
一
一
モ
似
テ
却
ツ
テ
遙
二
之
二
劣
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
シ
。
囚
人
ニ
ア
リ
テ
ハ
尚
ホ
此
病
者
ヨ
リ
ハ
多
少
廣
潤
ナ
ル
自

由
ノ
天
地
ア
リ
、
狭
シ
ト
雄
ド
モ
猶
ホ
清
潔
ナ
ル
濫
房
ア
リ
、
疾
病
ア
ル
｜
一
際
シ
テ
ハ
又
監
獄
醤
ノ
診
療
ヲ
モ
受
ク
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
シ
。
精
神

病
者
ノ
私
宅
二
監
置
セ
ラ
ル
Ｌ
モ
ノ
ニ
至
リ
テ
、
實
二
囚
人
以
下
ノ
冷
遇
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ベ
シ
・
〃

さ
て
一
方
、
警
察
官
の
臨
検
で
は
、
衛
生
上
や
家
人
の
待
遇
に
つ
い
て
忠
告
す
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
精
神
病
者
名
簿
の
記
載
と
、
実

際
と
が
合
っ
て
い
な
い
こ
と
も
翠
ら
れ
、
十
分
な
監
督
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

先
生
は
私
宅
監
置
を
一
言
で
い
え
ば
〃
惟
リ
被
欝
置
者
ノ
藍
禁
ア
リ
テ
、
之
二
對
ス
ル
治
療
ナ
シ
〃
と
さ
れ
、
そ
の
原
因
は
精
神
病
者
監
護

法
の
不
備
に
あ
る
と
し
て
法
の
批
判
を
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
監
護
法
制
定
当
時
の
事
情
を
説
明
、
中
央
衛
生
会
の
医
療
側
委
員
の
片
山
國
嘉
先

生
が
法
の
原
案
に
患
者
の
看
護
や
治
療
に
つ
い
て
の
規
定
が
な
い
と
主
張
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
う
し
て
監
護

の
語
が
、
行
政
官
・
警
察
官
に
と
っ
て
は
、
監
禁
と
受
取
ら
れ
て
い
る
と
記
し
て
い
ま
す
。
ま
た
監
護
法
に
よ
り
、
監
置
的
な
病
院
し
か
認
め

ら
れ
ず
、
監
置
が
必
要
で
な
い
患
者
の
治
療
を
お
く
ら
せ
て
お
り
〃
之
ヲ
一
面
ヨ
リ
言
へ
（
、
明
カ
ニ
其
虚
置
く
此
法
ノ
命
令
一
ヨ
ル
書
療
ノ

權
利
ヲ
侵
犯
ス
ル
モ
ノ
ト
云
フ
ベ
シ
・
″
と
つ
よ
く
批
判
し
て
い
ま
す
。

こ
の
論
文
の
お
わ
り
に
、
先
生
は
意
見
と
し
て
、
こ
う
し
た
座
敷
牢
の
不
幸
は
、
収
容
施
設
の
す
ぐ
な
い
こ
と
が
最
大
原
因
で
あ
る
と
し

て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
怒
り
の
言
葉
を
記
し
て
い
ま
す
。

〃
方
今
我
邦
二
於
テ
ハ
官
公
立
精
神
病
院
ノ
施
設
殆
ソ
ド
全
ク
之
ヲ
閥
キ
、
之
ガ
代
補
タ
ル
ベ
キ
私
立
精
神
病
院
ノ
収
容
カ
モ
亦
甚
貧
弱
一
一

シ
テ
、
全
國
凡
ソ
十
四
五
萬
ノ
精
神
病
者
中
、
約
十
三
四
萬
五
千
人
ノ
同
胞
〈
實
二
聖
代
筈
學
ノ
恩
澤
一
一
潤
ハ
ズ
、
國
家
及
ビ
社
會
〈
之
ヲ
放

棄
シ
テ
弊
履
ノ
加
ク
毫
モ
之
ヲ
顧
、
、
、
ズ
ト
謂
フ
、
ヘ
シ
。
今
此
欣
況
ヲ
以
テ
之
ヲ
欧
米
文
明
國
ノ
精
神
病
者
一
一
對
ス
ル
國
家
・
公
共
ノ
制
度
・
施

設
ノ
整
頓
・
完
備
セ
ル
ニ
比
ス
レ
ゞ
〈
、
實
二
霄
壌
月
鼈
ノ
懸
隔
相
異
卜
云
〈
ザ
ル
、
ヘ
カ
ラ
ズ
。
我
邦
十
何
萬
ノ
精
神
病
者
〈
實
一
一
此
病
ヲ
受
ケ

タ
ル
ノ
不
幸
ノ
外
二
、
我
邦
二
生
レ
タ
ル
ノ
不
幸
ヲ
重
ヌ
ル
モ
ノ
ト
云
う
。
ヘ
シ
。
精
神
病
者
ノ
救
濟
・
保
護
〈
實
二
人
道
問
題
ニ
シ
テ
、
我
邦

目
下
ノ
急
務
ト
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
・
〃
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で
は
、
先
生
の
の
こ
さ
れ
た
論
文
は
、
ど
ん
な
意
味
を
も
つ
の
で
し
ょ
う
か
。
論
文
に
一
貫
し
て
目
立
つ
の
は
、
患
者
の
人
権
の
尊
重
と
、

治
療
の
確
保
と
い
っ
て
よ
い
と
思
い
ま
す
。
二
言
に
し
て
い
え
ば
、
精
神
科
医
と
し
て
の
怒
り
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
怒
り
を
い
か
に
持
続
し
、

拡
大
し
、
そ
れ
を
も
と
に
し
て
、
精
神
障
害
者
に
対
す
る
不
条
理
と
、
い
か
に
闘
っ
て
い
く
か
が
、
わ
た
し
た
ち
の
汲
み
と
る
べ
き
教
訓
の
よ

（
９
）

と
こ
ろ
て
こ
の
頃
、
呉
先
生
は
閉
鎖
的
な
精
神
病
院
を
建
て
ろ
と
い
っ
た
だ
け
だ
、
と
す
る
批
判
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
先
生
の
お
か
れ
た

歴
史
的
条
件
を
考
え
る
と
き
、
ま
た
先
生
の
考
え
て
い
た
精
神
病
院
は
、
必
ず
し
も
閉
鎖
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
望
乞
併
せ
考
え
ま
す

と
、
さ
き
の
批
判
は
不
当
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
よ
り
も
、
軍
国
主
義
に
貫
ら
ぬ
か
れ
た
国
家
権
力
に
対
し
て
、
こ
れ
ほ
ど
は
げ
し
く
、

う
に
思
い
ま
す
。

つ
い
で
先
生
は
、
ド
イ
ツ
の
精
神
病
院
の
治
癒
率
二
○
’
六
○
％
、
巣
鴨
病
院
の
全
治
一
二
・
○
％
、
軽
快
一
三
・
三
％
と
数
字
を
あ
げ
、

私
宅
監
置
よ
り
も
精
神
病
院
の
方
が
は
る
か
に
治
療
上
有
利
で
あ
る
と
し
、
一
九
二
年
第
二
七
帝
国
議
会
で
官
公
立
精
神
病
院
設
立
の
決
議

案
が
、
そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
、
〃
吾
人
精
神
科
醤
〈
自
ラ
省
ミ
テ
、
吾
人
ノ
熱
心
・
努
力
ノ
未
ダ
足
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
紐

泥
タ
ラ
ズ
ン
ゞ
ハ
ァ
ラ
ズ
・
〃
と
述
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
概
括
お
よ
び
総
括
の
お
わ
り
に
、
精
神
病
院
の
設
立
の
普
及
と
、
精
神
病
者
監
護

法
の
改
正
を
最
緊
急
事
項
と
し
て
あ
げ
、
論
文
を
結
ん
で
い
ま
す
。

以
上
わ
た
し
は
、
呉
先
生
の
私
宅
監
置
調
査
の
論
文
を
、
か
け
足
で
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
先
生
の
は
げ
し
い
怒
り
と
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
私
宅
監
置
は
、
精
神
衛
生
法
制
定
一
年
後
の
、
一
九
五
一
年
ま
で
公
認
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
じ
つ
に
半
世
紀
、
私
宅
監
置
は
日
本
の
精
神

科
医
療
の
原
型
と
な
り
、
い
ろ
ん
な
黒
く
、
深
い
傷
痕
を
現
在
に
の
こ
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
今
日
の
精
神
科
医
療
の
現
場
を
柔
れ
ぱ
、

数
多
く
み
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
ば
、
お
お
き
く
は
現
在
問
題
と
な
っ
て
い
る
保
安
処
分
、
あ
る
い
は
精
神
病
に
対
す
る
偏
見
や
差
別
、
さ
ら
に

（
７
）
（
８
）

患
者
に
対
す
る
不
当
な
扱
い
、
ま
た
治
療
の
偏
り
、
と
く
に
国
の
公
共
投
資
の
不
十
分
等
々
、
枚
挙
に
い
と
ま
な
い
位
で
す
。
そ
れ
に
今
日
で

は
、
保
険
医
療
が
こ
れ
に
絡
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
呉
先
生
の
指
摘
さ
れ
た
〃
二
重
の
不
幸
″
は
、
い
ま
だ
に
つ
づ
い
て
い
る
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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言
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

（
叩
）

す
る
ど
い
批
判
と
実
践
を
す
す
め
ら
れ
た
先
生
を
、
わ
た
し
た
ち
は
後
輩
と
し
て
、
誇
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
考
え
ま
す
。

惨
惜
た
る
日
本
の
精
神
科
医
療
の
現
代
史
の
な
か
で
、
一
条
の
つ
よ
い
光
を
投
げ
て
い
る
の
は
、
先
生
の
こ
の
論
文
で
あ
る
と
い
っ
て
、
過

問
題
は
、
先
生
の
怒
り
が
一
代
に
終
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
。
現
に
わ
た
し
た
ち
に
、
こ
の
論
文
を
教
え
て
下
さ
っ
た
の
は
、
院
長

や
教
授
と
い
っ
た
、
え
ら
い
先
輩
方
で
は
な
か
っ
た
の
で
す
。
い
ま
か
ら
一
九
年
前
、
わ
た
し
た
ち
は
、
当
時
松
沢
病
院
の
栄
養
士
を
な
さ
っ

て
い
た
鈴
木
芳
次
さ
ん
か
ら
、
十
数
年
を
か
け
て
入
手
さ
れ
た
内
務
省
版
の
、
こ
の
論
文
を
教
え
て
い
た
だ
き
、
お
借
り
し
た
の
で
す
。
こ
の

論
文
が
な
が
く
忘
れ
ら
れ
て
い
た
こ
と
も
、
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

論
文
は
、
ど
の
実
例
を
と
っ
て
も
、
患
者
の
血
と
涙
が
に
じ
み
出
る
よ
う
な
観
察
記
録
で
す
が
、
こ
の
点
を
、
最
近
川
上
武
先
生
が
、
病
人

（
ｕ
）

史
と
い
う
観
点
か
ら
、
貴
重
な
も
の
と
し
て
注
目
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
か
ら
も
、
呉
先
生
の
こ
の
論
文
は
、
先
駆
的
な
も
の
と

．
（
廻
）

い
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
り
せ
ん
。

以
上
で
、
わ
た
し
の
報
告
を
終
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ヨゴ
ロ』－（

１
）
相
馬
事
件
に
つ
い
て
は
、
松
沢
病
院
病
院
問
題
研
究
会
編
『
精
神
衛
生
法
を
め
ぐ
る
諸
問
題
』
同
会
発
行
、
一
九
六
四
年
、
お
よ
び
岡
田
靖
雄
『
私

説
松
沢
病
院
史
』
岩
崎
学
術
出
版
社
、
一
九
八
一
年
に
く
わ
し
い
。

（
２
）
精
神
病
者
監
護
法
制
定
か
ら
、
現
行
精
神
衛
生
法
制
定
に
い
た
る
経
過
と
そ
の
歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
、
私
は
前
掲
『
精
神
衛
生
法
を
め
ぐ
る
諸

問
題
』
中
の
、
「
精
神
病
者
監
護
法
か
ら
精
神
衛
生
法
ま
で
」
で
詳
論
し
た
。

（
３
〕
精
神
病
者
騰
護
法
傘
鐘
一
赴
一
琶
埠
聖
（
抄
）

第
一
条
精
神
病
者
〈
其
ノ
後
見
人
配
偶
者
四
親
等
内
ノ
親
族
又
ハ
戸
主
二
於
テ
之
ヲ
監
護
ス
ル
ノ
義
務
ヲ
負
う
但
シ
民
法
第
九
百
八
条
に
依
り
後
見
人

タ
ル
コ
ト
ヲ
得
サ
ル
者
〈
此
ノ
限
二
在
ラ
ス

監
護
義
務
者
数
人
ア
ル
場
合
二
於
テ
其
ノ
義
務
ヲ
履
行
ス
ヘ
キ
者
ノ
順
位
ハ
左
ノ
如
シ
但
シ
監
護
義
務
者
相
互
ノ
同
意
ヲ
以
テ
順
位
ヲ
変
更
ス
ル
コ
ト
ヲ
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第
五
前
各
号
二
掲
ケ
タ
ル
者
二
非
サ
ル
四
親
等
内
ノ
親
族
中
ヨ
リ
親
族
会
ノ
選
任
シ
タ
ル
者

第
二
号
監
護
義
務
者
一
一
非
サ
レ
ハ
精
神
病
者
ヲ
監
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

第
三
条
精
神
病
者
ヲ
監
置
七
ム
ト
ス
ル
ト
キ
ハ
行
政
庁
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ヘ
シ
但
シ
急
迫
ノ
事
情
ア
ル
ト
キ
ハ
假
リ
｝
一
之
ヲ
監
置
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
此
ノ
場

合
二
於
テ
ハ
ニ
十
四
時
間
内
一
一
行
政
庁
二
届
出
へ
シ

前
項
假
監
置
ノ
期
間
〈
七
日
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス

行
政
庁
ノ
許
可
ヲ
受
ケ
テ
監
置
シ
タ
ル
精
神
病
者
ノ
監
置
ヲ
廃
止
シ
タ
ル
後
三
個
年
内
二
更
二
之
ヲ
監
置
セ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
又
〈
民
法
第
九
百
二
十
二
条

｝
一
依
り
禁
治
産
者
ヲ
監
置
セ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
〈
行
政
庁
一
一
届
出
へ
シ

第
六
条
精
神
病
者
ヲ
監
置
ス
ル
ノ
必
要
ア
ル
モ
監
護
義
務
者
ナ
キ
場
合
又
〈
監
護
義
務
者
其
ノ
義
務
ヲ
履
行
ス
ル
コ
ト
能
〈
サ
ル
事
由
ア
ル
ト
キ
ハ
精

神
病
者
ノ
住
所
地
、
住
所
地
ナ
キ
ト
キ
又
〈
不
明
ナ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
所
在
地
市
区
町
村
長
〈
勅
令
ノ
定
ム
ル
所
一
一
従
上
之
ヲ
監
護
ス
ヘ
シ

第
十
一
条
行
政
庁
〈
必
要
卜
認
ム
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
指
定
シ
タ
ル
医
師
ヲ
シ
テ
精
神
病
者
ノ
検
診
ヲ
為
サ
シ
メ
又
〈
官
吏
若
〈
医
師
ヲ
シ
テ
精
神
病
者
一
一
関

シ
必
要
ナ
ル
尋
問
ヲ
為
サ
シ
メ
又
〈
精
神
病
者
在
ル
家
宅
病
院
其
ノ
他
ノ
場
所
一
一
臨
検
セ
シ
ム
ル
コ
ト
ヲ
得

第
十
六
条
左
に
掲
ク
ル
者
〈
一
年
以
下
ノ
重
禁
鋼
一
一
処
シ
百
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス

ー
詐
偽
ノ
所
為
ヲ
以
テ
行
政
庁
ノ
許
可
ヲ
受
ヶ
若
〈
虚
偽
ノ
届
出
ヲ
為
シ
精
神
病
者
ヲ
監
置
シ
又
〈
拘
束
ノ
程
度
ヲ
加
重
シ
タ
ル
者

二
医
師
精
神
病
者
ノ
診
断
書
｝
一
虚
偽
ノ
事
実
ヲ
記
栽
シ
又
ハ
自
ラ
診
断
セ
ス
シ
テ
診
断
苔
ヲ
授
与
シ
タ
ル
者

前
項
第
一
号
ノ
場
合
一
一
於
テ
ハ
監
置
又
は
拘
束
ノ
日
数
十
日
ヲ
過
ク
ル
毎
一
二
等
ヲ
加
フ

第
十
七
条
左
二
掲
ク
ル
者
ハ
ニ
月
以
下
ノ
重
禁
鋼
｝
一
処
シ
二
十
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
シ
又
ハ
百
円
以
下
ノ
罰
金
｝
一
処
ス

但
シ
監
置
又
〈
拘
束
ノ
日
数
十
日
ヲ
過
ク
ル
毎
一
二
等
ヲ
加
フ

ー
許
可
ヲ
受
ケ
ス
又
〈
届
出
ヲ
為
サ
ス
若
〈
命
ヲ
受
ケ
ス
シ
テ
精
神
病
者
ト
シ
テ
人
ヲ
監
置
シ
タ
ル
者

二
禁
治
産
ノ
宣
告
又
ハ
監
置
ノ
許
可
ヲ
取
消
サ
レ
又
ハ
監
置
ノ
廃
止
ヲ
命
セ
ラ
レ
若
ハ
假
監
置
ノ
期
間
ヲ
経
過
シ
タ
ル
後
監
置
ヲ
廃
止
セ
サ
ル
者

第
三
親
権

第
四
戸
主

第
二
配
偶
者

第
三
親
権
ヲ
行
う
父
又
ハ
母

得第
一
後
見
人
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第
五
条
前
二
冬

ル
書
類
ヲ
添
附
ス

第
八
条
私
宅
縢

第
十
一
条
精
神
病

第
十
二
条
精
神
病

第
十
五
条
東
京
府

第
十
一
条
私
宅
監
置
室
ハ
資
力
ノ
程
度
及
上
精
神
病
者
ノ
症
状
一
一
依
り
自
カ
ラ
ー
定
シ
難
シ
ト
雌
ト
モ
概
ネ
左
ノ
各
号
ヲ
調
査
許
否
ス
ル
ヲ
要
ス

ー
家
宅
内
一
一
シ
テ
可
成
一
坪
以
上
ノ
室
ダ
ル
事

二
光
線
ノ
注
射
空
気
ノ
流
通
一
一
支
障
ナ
キ
事

三
床
〈
地
上
一
尺
五
寸
以
上
一
一
シ
テ
板
張
ト
シ
畳
ヲ
敷
ク
事

四
非
常
事
変
二
際
シ
容
易
一
一
危
難
ヲ
避
ケ
シ
メ
得
ヘ
キ
出
入
ロ
ヲ
設
ク
ル
事

五
逃
亡
自
殺
等
危
険
ノ
虞
ア
ル
構
造
ヲ
避
ク
ル
事

六
町
固
く
衛
生
上
適
当
ナ
ル
構
造
設
備
ダ
ル
事

第
十
二
条
他
府
県
｜
一
住
所
ヲ
有
ス
ル
精
神
病
者
一
一
シ
テ
府
下
ノ
精
神
病
院
又
〈
普
通
病
院
ノ
精
神
病
室
一
一
監
置
セ
ム
与
一
ト
ヲ
願
出
又
〈
届
出
タ
ル
ト
キ
ハ

第
三
条
精
神
病
者
監
護
法
第
三
条
一
一
依
り
精
神
病
者
ヲ
私
宅
病
院
其
ノ
他
ノ
場
所
一
一
監
置
セ
ム
ト
ス
ル
ト
キ
〈
監
護
義
務
者
〈
医
師
ノ
診
断
書
ヲ
添
へ

警
察
官
署
ヲ
経
テ
地
方
長
官
｝
一
願
出
又
は
届
出
へ
シ

第
三
条
第
一
項
但
書
一
一
依
り
精
神
病
者
ヲ
監
置
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
監
護
義
務
者
〈
警
察
官
署
二
届
出
へ
シ
此
ノ
場
合
二
於
テ
ハ
医
師
ノ
診
断
書
ヲ
添
フ
ル
コ

、
ノ

《
貝
Ｊ
）

（
４
）第

三
条
第
一

ト
ヲ
要
セ
ス

三
許
可
ヲ
受
ヶ
又
〈
届
出
ヲ
為
シ
若
ハ
命
ヲ
受
ケ
タ
ル
程
度
ヲ
超
エ
テ
精
神
病
者
ヲ
拘
束
シ
タ
ル
者

私
宅
監
置
室
〈
精
神
病
者
ノ
資
産
又
〈
扶
養
義
務
者
扶
養
ノ
程
度
二
応
シ
相
当
ノ
構
造
設
備
ヲ
為
シ
及
之
ヲ
管
理
ス
ル
コ
ト
ヲ
要
ス

精
神
病
者
監
護
法
第
九
条
第
一
項
行
政
庁
ノ
職
権
〈
地
方
長
官
之
ヲ
行
う
但
シ
私
宅
監
置
室
一
一
関
シ
テ
〈
警
察
官
署
之
ヲ
行
う

精
神
病
者
監
護
法
第
十
一
条
行
政
庁
ノ
職
権
〈
内
務
大
臣
地
方
長
官
又
〈
警
察
官
署
之
ヲ
行
う

東
京
府
｝
一
在
リ
テ
ハ
地
方
長
官
ノ
職
務
〈
警
視
総
監
之
ヲ
行
う

前
二
条
ノ
願
出
又
〈
届
出
ヲ
為
ス
場
合
一
一
於
テ
ハ
監
置
ノ
方
法
及
場
所
ヲ
記
シ
若
シ
私
宅
監
置
室
ヲ
設
ク
ル
ト
キ
ハ

精
神
病
者
監
護
法
令
取
扱
手
続

ヘ
シ

精
神
病
者
監
護
法
施
行
規
則

諏
錘
一
群
缶
謹
餉
程
承
遥

諏
維
癖
罪
癖
籍
泄
秤
珂
謹

へ

抄
、_ノ

戸、

抄
、三

其
ノ
構
造
設
備
ヲ
記
シ
ダ

（44） 468



第
十
五
条
警
察
官
署
一
一
於
テ
ハ
精
神
病
者
ノ
台
帳
ヲ
備
へ
置
キ
出
入
ノ
都
度
加
除
修
正
ヲ
加
フ
ヘ
シ

台
帳
〈
病
院
病
室
又
〈
私
宅
監
置
室
等
各
座
別
ヲ
設
ク
ヘ
シ
逃
走
死
亡
其
他
精
神
病
者
ノ
身
上
｝
一
異
動
ヲ
生
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
備
考
欄
一
一
記
入
ス
ヘ
シ

（
６
）
『
東
京
医
学
会
雑
誌
』
第
三
二
巻
第
一
○
号
’
第
二
一
号
、
一
九
一
八
年
。
内
務
省
衛
生
局
刊
行
の
も
の
は
『
精
神
病
者
私
宅
監
置
ノ
実
況
』
の
題

と
な
っ
て
い
る
。
内
務
省
版
は
創
造
印
刷
社
よ
り
一
九
七
三
年
に
復
刻
出
版
さ
れ
て
お
り
、
精
神
科
医
の
間
に
は
普
及
さ
れ
て
い
る
が
、
他
の
領
域

の
方
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
論
文
の
内
容
の
紹
介
を
主
と
し
た
。

（
７
）
戦
前
の
内
務
官
僚
は
、
私
宅
監
置
に
よ
り
「
社
会
の
負
担
が
軽
く
て
済
む
の
は
結
構
で
あ
る
」
（
高
野
六
郎
「
精
神
病
者
に
対
す
る
施
設
の
概
況
」

『
精
神
衛
生
」
、
第
一
巻
第
七
号
、
一
九
三
四
年
）
と
述
べ
、
ま
た
精
神
科
医
で
も
、
私
宅
監
置
に
つ
い
て
「
経
済
上
重
要
ナ
社
会
性
ヲ
有
シ
テ
居
ル

モ
ノ
デ
ァ
ル
ヵ
ラ
徒
ラ
ニ
之
ヲ
排
斥
ス
ル
コ
ト
ナ
ク
」
（
青
木
延
春
「
私
宅
監
置
ノ
實
状
二
就
イ
テ
」
『
精
神
神
経
学
雑
誌
』
、
第
四
九
巻
第
二
号
、

一
九
三
七
年
）
と
さ
え
記
し
て
い
る
。

（
８
）
一
九
五
○
年
以
降
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
川
上
武
『
日
本
の
開
業
医
』
勁
草
書
房
、
一
九
七
八
年
、
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。

（
９
）
日
本
精
神
神
経
学
会
に
お
け
る
発
言
な
ど
。

（
、
）
先
生
が
一
九
一
九
年
の
精
神
病
院
法
制
定
後
、
精
神
科
医
療
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
発
言
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
先
生
の
大
著
夛
１
ボ
ル
ト
先

生
其
生
涯
及
功
業
』
が
学
士
院
賞
受
賞
に
い
た
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
先
生
の
批
判
の
あ
ま
り
の
激
し
さ
が
、
「
そ
の
筋
」
か
ら
に
ら
ま
れ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
の
推
測
も
な
り
た
つ
。

第
十
四
条
第
二
条
第
三

テ
之
ヲ
為
サ
シ
ム
ヘ
シ

第
一
条
各
号
ノ
事
実
ヲ
其
ノ
所
轄
警
察
官
署
へ
照
会
ス
ヘ
シ

第
十
三
条
警
察
官
署
長
〈
一
ケ
年
二
回
以
上
精
神
病
者
ア
ル
家
宅
病
院
又
〈
病
室
等
臨
検
左
ノ
各
号
ヲ
視
察
シ
尚
ホ
警
部
ヲ
シ
テ
三
ケ
月
一
回
以
上
巡
査

部
長
ヲ
シ
テ
毎
月
一
回
以
上
受
持
巡
査
ヲ
シ
テ
毎
月
二
回
以
上
視
察
セ
シ
ム
ヘ
シ

十
三
条
警
察
官
署
長
〈

部
長
ヲ
シ
テ
毎
月
一
回
Ｍ

一
患
者
待
遇
ノ
状
況

二
拘
束
ノ
程
度
ヲ
超
ユ
ル
コ
ト
ナ
キ
ャ
否

三
法
令
ノ
規
定
二
違
背
セ
ル
コ
ト
ナ
キ
ャ
否

四
構
造
設
備
等
穀
損
朽
廃
シ
テ
危
険
ノ
虞
ナ
キ
ャ
否

五
室
内
及
臥
具
飲
食
器
等
〈
清
潔
ヲ
保
チ
衛
生
上
支
障
ナ
キ
ャ
否

十
四
条
第
二
条
第
三
条
第
五
条
第
十
一
条
ノ
調
査
〈
署
長
一
一
於
テ
現
場
二
臨
検
之
ヲ
為
ス
ヘ
シ
若
シ
事
故
ア
ル
ト
キ
ハ
警
部
又
〈
巡
査
部
長
ヲ
シ

469 （45）



（
ｕ
）
川
上
武
「
現
代
日
本
病
人
史
序
説
」
『
社
会
保
険
旬
報
』
、
一
三
七
二
号
、
お
よ
び
「
資
料
か
ら
承
た
病
人
史
」
『
看
護
実
践
の
科
学
』
、
第
六
巻
第

一
二
号
、
い
ず
れ
も
一
九
八
一
年
。

（
皿
）
こ
の
ほ
か
に
私
た
ち
が
こ
の
私
宅
監
置
調
査
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
と
し
て
は
、
岡
田
・
吉
岡
・
金
子
・
長
谷
川
「
私
宅
監
置
の
運
命
」
『
精
神
医

〃
学
』
、
第
七
巻
、
一
九
六
五
年
お
よ
び

〆
，
〆
巨
曽
四
閻
冨
騨
酔
閨
○
い
冨
○
冨
叩
己
］
⑦
Ｆ
斡
乏
９
国
ご
閏
①
冑
昌
官
尉
○
口
目
①
日
‐
国
帛
昌
ご
囚
鳥
唖
８
易
き
粍
岸
胃
昌
ｇ
〕
国
辱
皀
旨
旨
冨
昌
．

少
日
．
］
・
騨
育
冨
翼
ご
く
。
］
．
』
韻
．
噛
屈
ｌ
圏
③
．
届
認
．
な
ど
が
あ
る
。
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